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鶏大腸菌症は呼吸器障害や免疫低下により誘

発される疾病で、わが国のブロイラー産業に大

きな経済被害を与えている（図―１、図―２）。

我々は、本病の発生予防法の確立を目指して、

平成 26 年から９年間にわたり、調査と対策法の

検討を行ってきた。今回、その成果として得ら

れた本病の発生予防法を報告する。

１ 鶏大腸菌症の誘発因子としての鶏伝染性気

管支炎ウイルス（IBV）の関与調査１）

平成 26～30年度に発生した本県のブロイラー

の鶏大腸菌症について、IBV の関与を調査した結

果、66.7%（12/18 例）で IBV の関与が示唆され、

本ウイルスが高率に鶏大腸菌症を誘発している

ことが明らかとなった。また、本調査では、多

様な抗原性の IBV が若齢時に感染していること

が確認されたため、若齢において幅広い抗原性

の IBV を防御可能なワクチネーションプログラ

ムの構築が、IBV による鶏大腸菌症の誘発防止に

重要と考えられた。

２ 鶏大腸菌症の発生予防法の検討２）

令和３年度、抗原変異型伝染性ファブリキウ

ス嚢病ウイルス（vIBDV）に加え、各種市販ワク

チンと血清学的交差性の低い IBV がブロイラー

農場密集地域に常在化し、地域全体で鶏大腸菌

症が頻発した。

これに対し、地域内農場の一斉オールアウト、

幅広い交差免疫を 14 日齢で誘導可能な、IB ワク

チン２種類（Ma５株、４/91 株）の初生接種、

vIBDV に有効な遺伝子組み換え IBD ワクチンの

接種等の対策を組み合わせ、当該地域全農場で

鶏大腸菌症の発生を防止した。
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本事例からは、環境中の病原体の濃度を下げ、

各誘発因子（本事例では vIBDV 及び IBV）に有

効なワクチンで若齢時に免疫を付与することに

よって、鶏大腸菌症を予防可能であることが示

唆された。

３ 鶏大腸菌症発生予防に関する技術講習会の

開催

令和４年度に、ワクチンメーカーの協力を得

て生産者向け講習会を開催した。この講習会で

は、ワクチンメーカーから２種類の IB ワクチン

（Ma５株、４/91 株）の初生接種の効果につい

て、当所からは前出のブロイラー農場密集地域

における鶏大腸菌症の対策事例についてそれぞ

れ紹介し、鶏大腸菌症発生予防対策の理解の醸

成を図った。

この講習会を受けて、管内の肉用鶏 44 農場中、

鶏大腸菌症の発生が多い 23 農場が Ma５株、４

/91 株の IB ワクチン初生接種を実施した。

４ IB 対策による鶏大腸菌症発生予防効果の検

証

IB ワクチン２種の初生接種を実施した５農場

について、ワクチン変更前後約１年間の育成率、

日増体量、飼料要求率、生産指数を比較した。

また対照としてワクチン未変更の３農場の約２

年間の同項目を集計し、前後１年間で成績の変

化を比較した。その結果、ワクチン未変更農場

で生産成績に有意な変化が認められなかったの

に対し、ワクチンを変更した５農場では産肉成

績と飼料効率が有意に改善した（p<0.05）。
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また、当所の令和４年度の病性鑑定件数のうち、

ブロイラーの鶏大腸菌症は前年度の 42.3%（26

例→11 例）に減少しており、本対策により管内

の多くの農場で鶏大腸菌症が予防され、生産性

が向上したと考えられた。

５ まとめ

鶏大腸菌症の誘発因子を究明し、環境中の大

腸菌や誘発因子となっている病原体の濃度を下

げるとともに、各誘発因子に有効なワクチンで

若齢時に免疫を付与することで、鶏大腸菌症は

予防可能と考えられる。鶏大腸菌症の予防対策

法の確立は国内初と考えられ、全国的に多発す

る本病の予防により、生産性向上や衛生費減少

等による多大なる経済的利益に加え、対策の労

力や精神的負担などの生産者への負担軽減が期

待される。
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